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ガ
ラ
ス
原
料
・
硅
石
が
ご
神
体

劔
主
神
社
（
宇
陀
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
宇
陀
市
大
宇
陀
宮
奥
１
１
６

（
祭
神
）
不
詳

（
交
通
）
近
鉄
榛
原
駅
か
ら
奈
良
交
通
バ

ス「
大
宇
陀
」行
き
で
終
点
へ
。

南
西
へ
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
拝
観
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

劔
主
神
社
の
正
面
‖
宇
陀
市
で

劔
主
神
社
は
宇
陀
市
大

宇
陀
宮
奥
（
元
中
宮
奥
）
に

鎮
座
し
て
い
ま
す
。
古
く
か

ら
「
白
石
明
神
」
と
称
し
、

ガ
ラ
ス
原
料
の
硅
石
か
ら
な

る
白
石
群
を
ご
神
体
と
し
て

お
祭
り
し
て
い
ま
す
。
創
立

の
年
代
や
祭
神
は
よ
く
わ
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
神
社
の
石

灯
籠
に
刻
ま
れ
た
年
が
貞
享

３
（
１
６
８
６
）
年
で
あ
る

こ
と
や
、
倒
木
の
お
そ
れ
の

あ
っ
た
境
内
の
杉
を
切
る
と

４
０
０
近
い
年
輪
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
江
戸
時
代
に
造
営

さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

瑞
垣
に
囲
ま
れ
た
本
殿
の

後
方
及
び
西
側
に
大
き
な
白

石
が
鎮
座
し
、
西
側
の
前
方

の
石
は
１
㍍
、
後
方
の
石
は

本
殿
の
石
と
つ
な
が
り
、
３

㍍
ほ
ど
の
大
き
さ
の
石
が
地

面
か
ら
出
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
本
殿
の
西
北
約
５

０
０
㍍
の
山
上
に
は
、
白
い

巨
岩
が
そ
び
え
立
っ
て
い

て
、
そ
の
中
の
最
も
高
い
所

に
あ
る
巨
石
（
幅
が
７
〜
８

㍍
、
高
さ
が
５
㍍
ほ
ど
）
が

磐
座
（
神
が
宿
る
石
）
と
し

て
祭
ら
れ
、
奥
宮
と
称
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
磐
座
の
あ
る
山
上
と

神
社
の
間
の
山
の
背
は
「
明

神
の
尾
」と
呼
ば
れ
て
い
て
、

例
祭
に
は
こ
こ
を
通
り
、
奥

宮
に
参
拝
参
籠
（
あ
る
期
間

こ
も
っ
て
祈
願
）
す
る
こ
と

が
慣
例
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
近
年
は
神
社

で
神
事
が
執
り
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
宇
陀
市
内
に
は
、
下

宮
奥
と
半
阪
に
同
名
の
「
劔

主
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
副
理
事
長

松
浦
文

子
）


